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５章　野菜類

メロン　英名：Melon　分類：ウリ科キュウリ属に属するつる性野菜
　学名：Cucumis melo L.

・原産地：アフリカ。
・温度適応性：高温性ではあるが耐暑性は弱く、日本の夏季の高温多湿気候に適さない。
・発芽適温：最適温度 25 ～ 30℃。
・生育適温：昼間 25 ～ 28℃、夜間 18 ～ 20℃。
・光適応性：比較的強光を必要とする。
・�土壌適応性：メロンは果菜類の中でも根の酸素要求度が高い作物で、床土や畑土は通気性
と排水性がよいものでなければならない。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（pH6.0 ～ 6.8）。
・�花芽分化：中日植物（日長と無関係で花芽形成が起こる植物）。一般に同株内に両性花と雄
花をつける両性雄花同株型または雌花と雄花をつける雌雄同株型である。一般に両性花ま
たは雌花は、子づる第 1節で着生するが、マクワウリでは孫づるに着生する。雄花は、両
性花や雌花の着生しない各節に付く。

・作型別栽培方法
（１）�半促成栽培：関東及び冷涼地ではビニルハウスまたは大型トンネルを使用した無加温栽培

が多く、透明またはグリーンの全面マルチに、定植時期によって 1～ 3重のトンネルを使
用する。暖地の大産地である熊本では、低温期に加温される場合が多い。

（２）�早熟栽培：トンネル栽培のほとんどがこれに相当し、地這いでの栽培である。地上部より、
根張りを優先した温度管理により、果実成熟期～収穫期の草勢が安定する。

（３）�抑制栽培：育苗が高温期であるため、老化苗は避け本葉 2.5 枚程度の若苗を用いる。また、
収穫期が近づくにつれ、低温になるため成熟期～収穫期のみ加温する地域もある。

（４）�温室メロン：いわゆるマスクメロンまたはアールスメロンの高級メロンの生産である。季節
ごとに品種は異なるが、周年栽培が行われる。温度、換気、潅水などの緻密な管理が要求される。


